



平成 +-年 ++月 1日受付平成 +.年 +月 +/日受理
要約 : イネは日本列島に導入され縄文前期よりこの島に適応して かなり短い年限で北から南まで順応し
えた植物であり それより得られる種子 つまりコメは重要な食糧資源としてこの列島の人をささえてき
た また ニワトリは同じく縄文後期に入ったものと考えられ 以来 時によっては蛋白源としての活用以
外に この資源動物の示す 他の面で利用しえた鳥類であった しかし 明治以来現在までは 両者とも資
源動植物として わが国に定着し利用されている 両者の利用面は全くことなるが 前者は為政者により





キワド : 在来種 ニワトリの育種 人家受精 人家受精植物 産卵能力
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学がはやっていたことがある 大場利康 +33+/ 本草
学 とはある植物が食べられるのか否か その薬効を記し
たもので 言い換えれば 薬 に関する本であった 薬と
なるものに草が多かったことより本草学といわれる 将
軍徳川吉宗が全国に物産調査とその報告を命じたことよ

































る 開花は午前 0時頃から午後 ,時頃までで 花粉は葯が
裂開するとただちにめしべに受粉し 受精する 胚が形成
され 胚乳も増加する したがって他花受粉することは極
めて少ない 例え 当初が雑種個体でも その F,世代では









陸羽 +-,号は耐冷性があるばかりか 収量も高く 昭和の
はじめまで東北地域の代表的栽培品種となった このよう
に違う遺伝子型の品種との交雑により かつて我国で広く
栽培された 農林 +号農林 +2号農林 ,*号農林 ,,号
などの著名品種が育成された それらの成果により +* a
当りの収量は昭和 +/年頃には平均で -/*kgとなった 
渕欽也 +33+, ここまでの時代を国県の組織による系統
表 + 明治時代の代表的品種
時 代 品 種 育 成 者 育 成 の 方 法
+2.2 嘉永 + 関 取 佐木惣吉 三 重 中生千本より選出
+21- 明治 0 赤 毛 中 山 久 蔵 北海道 渡島地方より取り寄せたものより選出
+21.  1 竹 成 松岡直右衛門 三 重 千本選より選出
+21/  2 亀 治 亀 田 亀 次 島 根 縮張より選出
+211  +* 神 力 丸尾重次郎 兵 庫 程吉より無芒種選出
+22,  +/ 愛 国 高橋安兵衛 静 岡 身上起より早生を選出
+23-  ,0 亀の尾 阿 部 亀 治 山 形 冷立稲より選出
+23/  ,2 坊 主 江頭庄三郎 北海道 赤毛より選出
+3*1  .* 銀坊主 石黒岩次郎 富 山 愛国より強稈を選出
+3*3  ., 旭 山本新次郎 京 都 日の出より選出
















ので この品種は草丈も 2. cmと短く 多収の品種であっ
た リディングバラエティとして -/万 haも栽培


































ニワトリ Gullus gallus domesticus の祖先種と考え
られているのは 東南アジアや印度に棲息する赤色野鶏
Gullus gullus bankiva であることが 形態や羽装など
からたしかめられ 他の野鶏 灰色野鶏 Gallus
sonnerattii Gray セイロン野鶏 G. lafayettii あるいは







り飼料も同様で産卵は一般に .月から 0月中旬に ,*個






































































図 - 宮廷貴族の鶏合 年中行事絵巻鶏合模写
図 . 群鶏 伊藤若冲
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明治となり鎖国をとき どの国とも外交をするようにな
り 特にアメリカ イギリス フランス ドイツには中枢
にいた人物を派遣し 政府 軍事 法律 教育あるいは財
政に関する情報を集め 国をつくる基礎を考えた この時
代までは 江戸末期同様 養鶏に関する動きは認められな
い しかし 明治 +*年以降 世間が落ち着くとともに 主
にアメリカより 我国には見られない異なった品種を船舶
で輸入する動向が強くなり 明治 +*年から -*年にわたる
,*年間にニワトリの品種飼養技術に対する欧米の知識が










































家 あるいは養鶏業者が多く 当時 +,***羽のニワトリを
飼育する者 重枝正博氏 もあらわれた+.








最寡産は +年間で 3.ヶのアンコナである 月別にこれを
見るとどの品種とも -月	/月までが全般的によく産卵
し +*月 ++月 +,月は産卵数が激減しているどの品種
が良く産むかはこの結果からは明らかにできないが 名古

















を交配し +*月 +日から翌年 -月 +日までの産卵数を分析
し それは ,対の遺伝子に支配されていると報告した +
対は性染色体上の優性遺伝子であり 他の +対は常染色体
上の劣性遺伝子を仮定して説明している
今 L+ L+ l, l,なる雄と寡産な雌 l+L, L,とを交配すると
雌の子は L+L, l,となり産卵の劣る子雌であると結論さ




かしこの説は Goodale +3,,+1により否定された 彼は
産卵に対する五つの要素を仮定してそれらの形質に対する
改良を行うことが必要であると述べた その五つとは 
性成熟日数 産卵強度 率 各季休産性 産卵の
持続性 就巣性であるとし その後 これら五つの形質
につき遺伝子を仮定し実験を進め 当初 年 +..個の産卵
であったロドアイランドレッドを ++年後に ,.+ 平












横斑プリマスロック 淡色ブラマ 白色コチン ランシ

























































































































































































































































































































































































































































































































































レッド 佐治純一氏 .*.+ +, +, ,, ,* +/ +3 +- +0 / +* 3 ++ +0.
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である +雄 .雌の成績は最高が白レグの平均 ,/1個次
は三河種で平均 ,/-個 第 -位が名古屋で ,+-個であり
個体別には +位が三河の -+3個 ,位が白色レグホンで






七 八百万円となり 日本養鶏の驚異となった 翌 +/年に
いたり 農林省は養鶏奨励規則を発し 鶏卵の自給を促す
とともに 昭和 ,年より産卵の向上のため ニワトリの産
卵能力のトラップネスト+3を使用した集合検定を開始し





















図 / トラップネスト -種
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計 -5*,. +1-5,-/4* /14,2
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表に基づいて開窓 5給水給 糞の集に努め 季節鶏の状
態に応じて毎日の飼養管理に万全を期した

































食 塩 *4/ *4/
 +貝殻は別に鶏舎に常備し不断給与した
,鰌を -+4 ++4 +-,4 +*4 -+まで 5+日 +羽 +匁当り生
で細切したものを夕方の練の混じて給与した 但し
-,4 .4 +.4 -*日の +ケ月間は +日 +羽 *4/匁当たり
給与した
-濃厚飼料の給与量は +日 +羽単冠レグホン +,*g5横
斑プリマスロック +-*g5緑は単冠レグホン 5横斑
プリマスロック共に .*gを基準とした

















として比較した 比較した形質は体重 脚長 初産日令









ず その日令は世代とともに減じ 0*.1日に低下した 家禽
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受 精 率 
ふ 化 率 













































































未 産 率 ,*週齢  /*4* -*43 ,-4. -40 141 +,4+ 04* .4+ 24/ ,42 *
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A consideration with increaing of productivity
by using to breeding technologies
By
Yasokazu HIRAI*
(Received November 1, ,**+ /Accepted January +/, ,**, )
Summary : Present paper reports the increasing pattern of rice and chicken production in Japan
achieved through long history of cultivation and rearing after their introduction to our country.
Their increasing trend during the period from advent of modernization on Japan in the early Meijiera
to +32* was discussed in relation with various methods of plant and animal breeding.
It was assumed that the rice production during the period from introduction to early Meiji was on
the average about +**kg per +* a, though exact statistics is not available. Diligent farmers called
Ro-no played in important role in slow but steady increase in yield potential of rice plants. They
selected elite individuals in their rice ﬁelds by their own observation and propagate the seeds to
provide to other farmers. Such individual based selection by Ro-no was e#ective because rice plants
are breeding. E#orts of framers continued from Meiji to early Taisho, and average production of
about -**kg per +* a was attained in the later half of Taisho. Then, hybridization method was used
in the varietal improvement in rice, new varieties developed by cross breeding were used for selection
materials, and rice production became -/*kg per +* a in the early Showa. In +32* mutation breeding
and bulk breeding with rapid generation method were widely used, and the e#ort of plant type
improvement was carried out for higher yielding potential. +** years passed since Meiji and higher
than /**kg yield possible. It is expected to have higher than 0**kg yield in future by the use of hybrid
rice and application of biotechnology.
Chicken production in Japan showed the similar increasing trend as rice production.
In addition, chicken was appreciated in Edo era from di#erent aspects, for time calculation by
hearing voice, cock ﬁghting and pets.
During the period from Meiji +* to early Taisho, various exotic chicken varieties were introduced
and raised, chicken rearing became quite common and rearing of a large number of chickens became
possible. Since middle of Taisho, practical rearing of chicken was commonly carried out. Introduction
of trap-net made possible to recognize individual record, and pedigree breeding became possible. In
the end of Taisho, an elite chicken that produced -** eggs per one year appeared. Increasing trend of
egg production continued until Showa -/. In the Showa +, evaluation, two chickens producing -0/
eggs were record in one year.
Then, import of parental chickens for cross breeding became open, US chicken breeding company
sold commercial chickens developed by utilization of hybrid vigor. Hybrid chickens show little
variability among individuals and high laying potential on the average. In Japan, utilization of F+
hybrid became common in chicken breeding, and higher than -** eggs producing chickens are now
available. In rice as well as in chicken, production improvement was achieved by application of new
breeding techniques in each era.
Key Word : Local Variety, Poultry Breeding, Self-fertilization, Autogamous Plants, Egg-laying Perfor-
mance
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